
WindowsMe/2000/XP上でキーボードから正し
く入力できないときの対処方法について

ノートパソコンをお使いのお客様は、この現象は発生いたし
ません。
Windows®98/98SE でご使用の場合、またWindows® 
2000でサービスパック2以降が適用されているお客様は、
この現象は発生いたしません。
また、該当するOSでご使用の場合でも、現在この現象が発
生していない場合は、以下の対処方法を実行する必要はあり
ません。
このたびは弊社PC/AT用USB日本語キーボードをお買い上
げいただきまして、誠にありがとうございます。
本製品をWindows®XP、Windows®2000およびWindows®Me
でお使いの場合、インストールして再起動後、お使いのパソコン
環境によっては、本製品から正しく文字を入力できないときがあ
ります。これは、本製品をWindowsが間違って英語キーボード
と認識するためです。そのため、キートップに印字されている文
字と、実際に入力して画面に表示される文字が違ってしまいます。

@と入力
できない

［と入力
できない

この誤認識してしまう症状は、Windows®XP、Windows®2000
およびWindows®Meの仕様であり、今後Microsoft社にて認
識方法を修正する可能性はありますが、弊社で認識方法を変更す
ることができません。

一度誤認識されてしまった本製品を以下の方法でもう一度正
しく認識させることで、対処します。

ユーティリティにて設定を変更する方法
弊社ホームページより「USBキーボード 101->106変更ユー
ティリティ」をダウンロードしてください。
ダウンロードしたファイルをダブルクリックして任意の場所
に解凍します。
インストール・使用方法に関しましては、ユーティリティに
添付されている readmeテキストをご参照ください。

ダウンロード先
   http://www.elecom.co.jp/support/download

「ペリフェラル」の項目から「ツール類」を選択し、
「USBキーボード 101->106変更ユーティリティ」
をダウンロードしてください。

ユーティリティを使用せず設定を変更する方法

Windows®XPで正しく認識しなおす
次の手順で正しく認識しなおします。

 
設定を変更するにはPS/2キーボードが必要です。
 本製品が正しく動作している場合は、この作業は必要
ありません。本製品をそのままお使いください。

1 パソコンの電源がオフの状態で、PS/2 キーボードを接
続します。

2 Windows に Administrator 権限を持つユーザでログオ
ンします。

3  メモ帳など文字を入力できる状態から「@」や「［」を入力
し、本製品が誤認識されていることを確認します。

4  「スタート」メニュー→「設
定」→「コントロールパネ
ル」の順に選択します。
コントロールパネルが表示
されます。

5  「パフォーマンスとメンテナンス」 → 「システム」の順に
選択します。
システムのプロパティが表示されます。

6 「ハードウェア」タブ→「デバイスマネージャ」ボタンの順
にクリックします。
デバイスマネージャが表示されます。

7  「キーボード」にある「日本語 PS/2 キーボード (106/109
キーCtrl+英数 )」を選択し、メニューから「操作」→「プロパ
ティ」の順に選択します。
キーボードのプロパティが表示されます。

ここで表示される内
容はお客様のご使用
環境によって異なる
場合があります。
画面で指示されてい
ない作業は行わない
でください。

 「HIDキーボードデバイス」のみ表示されている場合は、
PS/2キーボードが正しく接続されているか確認して
ください。「HIDキーボードデバイス」は選択 /プロパ
ティを表示しないでください。

8 「ドライバ」タブをクリックします。

9 「ドライバの更新」ボタンをクリックします。
デバイスドライバの更新ウィザードが表示されます。

 「HIDキーボードデバイス」のドライバは更新しないで
ください。

10 「一覧または特定の場所からインストールする」のラジオ
ボタンを選択して、「次へ」ボタンをクリックします。

11 「検索しないで、インストールするドライバを選択する」の
ラジオボタンを選択して、「次へ」ボタンをクリックします。

12 「互換性のあるハードウェアを表示」のラジオボタンの
チェックを外します。

13 一覧から、製造元は「（標準キーボード）」、モデルは「日本
語PS/2 キーボード（106/109キー Ctrl+ 英数）」をそ
れぞれ選択し、「次へ」ボタンをクリックします。

14  「はい」ボタンをクリックします。

15 「完了」ボタンをクリックします。

16 「日本語 PS/2 キーボード (106/109 キー Ctrl + 英
数」と表示されていることを確認し、「閉じる」ボタンをク
リックします。

17 「はい」ボタンをクリックします。
Windowsが再起動します。

これで、正しく認識できました。Windowsの再起動後、キー
ボードから正しく文字を入力できるようになります。

Windows®2000で正しく認識しなおす
次の手順で正しく認識しなおします。

 
設定を変更するにはPS/2キーボードが必要です。
 本製品が正しく動作している場合は、この作業は必要
ありません。本製品をそのままお使いください。

1 パソコンの電源がオフの状態で、PS/2キーボードを接
続します。

2 Windows に Administrator 権限を持つユーザでログオ
ンします。

3 メモ帳など文字を入力できる状態から「@」や「［」を入力
し、本製品が誤認識されていることを確認します。

4 「スタート」メニュー→「設
定」→「コントロールパネ
ル」の順に選択します。
コントロールパネルが表示
されます。

5 「システム」アイコンをダブルクリックします。
システムのプロパティが表示されます。

6 「ハードウェア」タブ→「デバイスマネージャ」ボタンの順
にクリックします。
デバイスマネージャが表示されます。

7 「キーボード」にある「日本語 PS/2 キーボード (106/109
キーCtrl+英数 )」を選択し、メニューから「操作」→「プロパ
ティ」の順に選択します。
キーボードのプロパティが表示されます。

ここで表示される内
容はお客様のご使用
環境によって異なる
場合があります。
画面で指示されてい
ない作業は行わない
でください。

 「HIDキーボードデバイス」のみ表示されている場合は、
PS/2キーボードが正しく接続されているか確認して
ください。「HIDキーボードデバイス」は選択 /プロパ
ティを表示しないでください。

8 「ドライバ」タブをクリックします。
裏につづく



9 「ドライバの更新」ボタンをクリックします。
デバイスドライバの更新ウィザードが表示されます。

 「HIDキーボードデバイス」のドライバは更新しないで
ください。

10 「次へ」ボタンをクリックします。

11 「このデバイスの既知のドライバを表示して、その一覧か
ら選択する」ラジオボタンを選択して、「次へ」ボタンをク
リックします。

12 「このデバイスクラスのハードウェアをすべて表示」ラジ
オボタンを選択します。

13 一覧から、製造元は「( 標準キーボード )」、モデルは「日
本語 PS/2 キーボード (106/109キー (Ctrl+ 英数 )」
をそれぞれ選択し、「次へ」ボタンをクリックします。

14 「はい」ボタンをクリックします。

15 「次へ」ボタンをクリックします。

16 「完了」ボタンをクリックします。

17 「日本語 PS/2 キーボード (106/109 キー Ctrl + 英
数」と表示されていることを確認し、「閉じる」ボタンをク
リックします。

18 「はい」ボタンをクリックします。
Windowsが再起動します。

これで、正しく認識できました。Windowsの再起動後、キー
ボードから正しく文字を入力できるようになります。

Windows®Meで正しく認識しなおす
次の手順で正しく認識しなおします。

 
設定を変更するにはPS/2キーボードが必要です。
 本製品が正しく動作している場合は、この作業は必要
ありません。本製品をそのままお使いください。

1 パソコンの電源がオフの状態で、PS/2キーボードを接
続します。

2 Windowsを再起動します。

3 メモ帳など文字を入力できる状態から「@」や「［」を入力
し、本製品が誤認識されていることを確認します。

4 「スタート」メニュー→「設定」→
「コントロールパネル」の順に選
択します。
コントロールパネルが表示され
ます。

5 システム」アイコンをダブルクリックします。
システムのプロパティが表示されます。

6 「デバイスマネージャ」タブをクリックします。
デバイスマネージャが表示されます。

7 「キーボード」にある「106日本語（A01）キーボード（Ctrl
＋英数）」を選択し、「プロパティ」ボタンをクリックします。
キーボードのプロパティが表示されます。

ここで表示される内
容はお客様のご使用
環境によって異なる
場合があります。
画面で指示されてい
ない作業は行わない
でください。

 「HIDキーボードデバイス」のみ表示されている場合は、
PS/2キーボードが正しく接続されているか確認して
ください。「HIDキーボードデバイス」は選択 /プロパ
ティを表示しないでください。

8 「ドライバ」タブをクリックします。

9 「ドライバの更新」ボタンをクリックします。
デバイスドライバの更新ウィザードが表示されます。

 「HIDキーボードデバイス」のドライバは更新しないで
ください。

10 「ドライバの場所を指定する」ラジオボタンを選択して、
「次へ」ボタンをクリックします。

11 「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を表示し、イ
ンストールするドライバを選択する」ラジオボタンを選択
して、「次へ」ボタンをクリックします。

12 「すべてのハードウェアを表示」ラジオボタンを選択します。

13 一覧から、製造元は「(標準キーボード )」、モデルは「106 
日本語 (A01) キーボード (Ctrl + 英数 )」をそれぞれ選択
し、「次へ」ボタンをクリックします。

14 「はい」ボタンをクリックします。

15 「次へ」ボタンをクリックします。

16 「完了」ボタンをクリックします。

17 「106 日本語 (A01)キーボード (Ctrl + 英数 )」と表示さ
れていることを確認し、「閉じる」ボタンをクリックします。

18 「閉じる」ボタンをクリックします。

19 「スタート」メニュー→「Windows の
終了」を選択します。

20 ドロップダウンリストから「再起動」を選択して、「OK」
ボタンをクリックします。
Windowsが再起動します。

これで、正しく認識できました。Windowsの再起動後、キー
ボードから正しく文字を入力できるようになります。
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